
１ 国語 

学校番号 ４１７ 

平成３１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 精選古典Ｂ 改訂版 （大修館書店） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ 

・３年間の総まとめとして、今までに身につけた単語力や文法力を発揮して発展的な作品を読み

進めていきます。 

・古典は現代語訳をして終わりではありません。何百年も前の文章の内容の面白さが分かるとい

うことまで理解度を求めます。 

・現代文 Bの副教材である漢字テキストを古典でも使います。授業の初めに年間の進度計画を初

めの授業で示しますから、各自で学習を進めましょう。また定期考査の出題範囲にも含めます。 

・予習として必ず本文を読み、ノートに本文を写しておきましょう。 

・授業の後には本文を読み、現代語訳と内容を振り返って復習してください。 

２ 学習の到達目標 

・１，２年の古典の学習に続き、様々な教材を取り上げ、幅広く学習することで、古典の内容を

的確に捉え、理解する力を高める。 

・古典に用いられている語句の意味や用法、表現上の特色や構造への理解、文章に表れた思想や

感情の読み取りなどを通して、国語についての認識を高め、言語感覚を養う。 

・優れた表現に親しみ、特に日本と中国の文化の関係を考える。 

・古典に表れたその時代の思想や感情に触れ、自らのものの見方、感じ方、考え方を豊かにする

とともに、古典に親しむ態度を身に付ける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 
b:読む能力  c:知識・理解   

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を

進んで育てると

ともに、古典に

ついての理解や

関心を深めよう

としている。 

古典を読んで思

想や感情などを

的確に捉えたり、

その価値を考察

したりして自分

の考えを深め、発

展させている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴や決ま

りなどの理解

を深め、知識を

身に付けてい

る。 

  

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ノート、ワー

クシート） 

定期考査 

  

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c   

１
学
期 

説
話 

教材： 

・源義家、衣川にて

安倍貞任と連歌の

こと 

（古今著聞集） 

・馬盗人 

（今昔物語集） 

○ ○ ◎   

a:比較的短く、話が具体的で展開

の分かりやすい説話を読み、古

文に親しむ。 

b:場面状況と登場人物の行動や

心情を把握し、話の展開を理解

する。 

b:古語辞典を用いて重要古語の

意味用法を調べ、理解する。 

c:和歌を含む説話を読み、和歌や

和歌説話の特質を考える。 

c:指示語の内容を確認する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:記述の確認及

び定期考査 

c:小テスト及び

定期考査 

物
語
（一
） 

教材： 

・肝試し 

（大鏡） 

○ ○ ◎   

a:大鏡の概要を理解する。 

b:文章の内容を構成や展開に即し

て的確にとらえる。 

b:登場人物の行動や心情を読み

味わう。 

c:歴史上の人物の逸話から生き生

きとした人物像をとらえる。 

c:自動詞と他動詞について理解す

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:記述の確認及

び定期考査 

c:小テスト及び

定期考査 

２
学
期 

物
語
（二
） 

教材： 

・葵 

・須磨 

（源氏物語） 

○ ○ ◎   

a:源氏物語の概要を理解する。 

b:文章の内容を構成や展開に即

して的確にとらえる。 

b:登場人物の行動や心情を読み

取り、物語の面白さを味わう。 

c:作中の和歌を修辞技巧に留意

して、話の展開に沿って解釈す

る。 

c:最高敬語や補助動詞の敬語に

ついて理解する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:記述の確認及

び定期考査 

c:小テスト及び

定期考査 



２
学
期 

漢
文
／
文
章 

教材： 

・師説 

（韓愈） 

○ ○ ◎   

a:本格的な中国の歴史書の、有名

な場面を扱った長めの文章を読

み、読解力を養う。 

b:本文を訓点に従って音読し、書

き下し文に改める。 

b:重要な句形について理解する。 

c:登場人物の行動や心情を読み

取り、歴史上の劇的な場面を読

み味わう。 

c:作者作品について理解し、中国

の歴史への関心を高める。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:記述の確認及

び定期考査 

c:小テスト及び

定期考査 

３
学
期 

随
筆 

教材： 

うれしきもの／上にさ

ぶらふ御猫は／頭の

弁の、職に参りたま

ひて 

（枕草子） 

○ ○ ◎   

a:文章の内容を構成や展開に即

して的確にとらえる。 

b: 作者の人柄と感性の特性を理

解し、その表出である随筆のお

もしろさを読み取ろうとしてい

る。 

c:助動詞の意味を確認する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:記述の確認及

び定期考査 

c:小テスト及び

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 読む能力   c: 知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


